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その19　このコーナーでは
図書館と本について
紹介していきます。
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図書館での調べ物
レファレンス・サービス

水口さん（以下・水口）今年も残り少なくなっ
てきました。一年は本当に早いです。年末

から年始にかけて色々と行事があるので、

子どもと一緒に日本の行事を学びたいと

思っています。分かりやすい本はあります

か。

図書館職員（以下・図書）こんにちは。こちら
の本はどうでしょうか。「イラスト版　子ど

もの伝統行事」（合同出版・発行）大晦日

の行事として除夜の鐘や年越しそば、新

年の行事として鏡餅や書初めなどについ

て紹介されています。

水口　おせち料理についても載っています
ね。「黒豆」の黒色は魔よけの色で「まめ」

に暮らせるように、「ごまめ」は豊作祈願

で、肥料にしたところ米が五万俵もとれた

ことから「五万米（ごまめ）」というのです

か。昔、親に聞いたことがある気がします

が、すっかり忘れています。この本で勉強

し直しますよ。

図書　鏡餅や門松などの縁起物
を紹介している本もありますよ。「京の宝

づくし　縁起物」（光村推古書院・発行）

水口　門松も最近では見ることが少なくなりました。
京都には「根引松（ねびきのまつ）」という少し変わっ

た門松がありますね。竹を添えず根をつけたままの若

松を和紙で巻き込み、金赤の水引で真結びし玄関の

柱などにつけるのですか。京都の西陣や祇園などで

は今も残っているのですね。

図書　京都のお話が出たところで、京都の七福神めぐ
りなどはどうですか。「七福神めぐり」（三心堂・発

行）この本には日本各地の七福神めぐりのコースが

紹介されています。

水口　七福神ですか。名前と役割、それぞれが持って
いる祝物についての解説もありますね。新年の

ことを考えていると何だかわくわくして、

待ち遠しくなってきました。

図書　良い年が来るといいですよね。来年
も甲賀市の図書館をよろしくおねがい

いたします。

他にもこんな本が！

─今回のテーマ・行く年来る年─

「忘れないで
　　　季節のしきたり日本の心」

（小学館・発行）

「妖怪と絵馬と七福神」
（青春出版社・発行）
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